
８月号

７月４日、平生中学校のふるさと体験学習が、町内各地や校
舎内などで行われました。
地域の人々や文化とのふれあいを通じて、豊かな人間性を育
もうとするもので、そば打ちや操船、しぶき太鼓に保育士など、
保護者にも参加してもらい、さまざまな体験をしました。
佐賀漁協での水産加工を体験（写真）した生徒たちは、みん
なで一斉に魚をさばいて、瀬戸内海に面した平生町の伝統を体
感したようです。

みんなのふるさと平生町

未来をひらき　人もまちも　いきいき輝く　平生

■防災・減災への取り組みを！（Ｐ２～３）

■児童扶養手当と特別児童扶養手当につ

いて（Ｐ４）

■町長室の窓（Ｐ５）

■まちの話題（Ｐ６～７）

■情報伝言板（Ｐ12～13）

主な内容

◇発行：平生町役場　〒742-1195 山口県熊毛郡平生町大字平生町210番地の1 Tel 0820（56）7111<総務課>
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防
災
・
減
災
へ
の
取
り
組
み
を
！

〜

災
害
を
防
ぎ
、、
被
害
を
で
き
る
だ
け
小
さ
く
し
ま
し
ょ
う

〜

災
害
発
生
時
の
対
応
に
は
、
町
を
は
じ
め

と
す
る
行
政
機
関
が
行
う
「
公
助
」
が
あ
り

ま
す
が
、自
分
の
身
は
自
分
で
守
る「
自
助
」、

●
自
分
で
行
う
災
害
へ
の
備
え

◇
避
難
場
所
の
確
認
な
ど

大
雨
が
降
る
前
、
暴
風
が
吹
く
前
に
行
い

ま
し
ょ
う
。

・
学
校
や
公
民
館
な
ど
、
避
難
場
所
と
し
て

指
定
さ
れ
て
い
る
場
所
へ
の
避
難
経
路
を

確
認
し
て
お
く
。

・
普
段
か
ら
家
族
で
避
難
場
所
や
連
絡
方
法

な
ど
を
話
し
合
っ
て
お
く
。

・
避
難
す
る
と
き
は
、
持
ち
物
を
最
小
限
に

し
て
両
手
が
使
え
る
よ
う
に
し
て
お
く
。

◇
非
常
持
ち
出
し
品
の
準
備

・
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
・
食
料
品
・
医
薬
品
・

防
災
頭
巾
や
ヘ
ル
メ
ッ
ト
・
丈
夫
な
靴
・

貴
重
品
・
衣
類
・
雨
具
な
ど

（
日
用
品：

懐
中
電
灯
・
ラ
ジ
オ
・
電

池
・
軍
手
・
ロ
ー
プ
・
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ

ー
・
使
い
捨
て
カ
イ
ロ
・
マ
ス
ク
・
紙
お

む
つ
・
生
理
用
品
・
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
筆
記

用
具
・
厚
手
の
ゴ
ミ
袋
な
ど
）

◇
家
の
外
の
備
え

大
雨
が
降
る
前
、
暴
風
が
吹
く
前
に
行
い

ま
し
ょ
う
。

・
溝
や
排
水
口
は
掃
除
し
て
、
水
は
け
を
良

く
し
て
お
く

・
窓
や
雨
戸
は
し
っ
か
り
と
カ
ギ
を
か
け
、

必
要
に
応
じ
て
補
強
す
る

・
風
で
飛
ば
さ
れ
そ
う
な
物
は
、
飛
ば
な
い

よ
う
固
定
し
た
り
、
家
の
中
へ
格
納
す
る

◇
家
の
中
の
備
え

・
非
常
用
品
の
確
認

懐
中
電
灯
・
携
帯
用
ラ
ジ
オ
（
乾
電

池
）
・
救
急
薬
品
・
衣
類
・
非
常
用
食
料
・

携
帯
ボ
ン
ベ
式
コ
ン
ロ
・
貴
重
品
な
ど

・
室
内
か
ら
の
安
全
対
策

飛
散
防
止
フ
ィ
ル
ム
な
ど
を
窓
ガ
ラ
ス
に

貼
っ
た
り
、
万
一
の
飛
来
物
の
飛
び
込
み
に

備
え
て
カ
ー
テ
ン
や
ブ
ラ
イ
ン
ド
を
下
ろ
し

て
お
く
。

・
水
の
確
保

断
水
に
備
え
て
飲
料
水
を
確
保
す
る
ほ

か
、
浴
槽
に
水
を
張
る
な
ど
し
て
生
活
用
水

を
確
保
す
る
。

災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
も
の
で
す
。
大
地
震
や
豪
雨
、
台
風
な
ど
の
自
然
現
象
は
、
人
間
の
力
で
は
食
い
と
め
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
日
ご
ろ
の
心
掛
け
や
地
域
で
の
助
け
合
い
に
よ
っ
て
災
害
の
被
害
を
あ
る
程
度
防
い
だ
り
、
減
ら
す
こ
と
は
可
能
で

す
。

地
域
や
身
近
に
い
る
人
同
士
が
助
け
合
う

「
共
助
」
こ
そ
が
、
災
害
に
よ
る
被
害
を
少

な
く
す
る
た
め
の
大
き
な
力
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
身
近
な
人
を
助

け
る
に
は
、
ま
ず
自
分
自

身
が
無
事
で
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
「
自
助
」
が

あ
っ
て
の
「
共
助
」
で
す
。

よ
り
多
く
の
人
が
自
分

の
安
全
を
確
保
で
き
れ
ば

無
事
な
人
同
士
で
助
け
合

う
こ
と
が
で
き
、
結
果
と

し
て
被
害
を
最
小
限
に
抑

え
る
こ
と
が
可
能
と
な
り

ま
す
。

も
う
す
ぐ
台
風
シ
ー
ズ

ン
で
す
。
台
風
や
大
雨
に

備
え
て
日
ご
ろ
か
ら
周
囲

を
点
検
し
て
お
き
、
自
分

で
改
善
で
き
な
い
も
の

は
、
専
門
業
者
に
相
談
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

△道路を寸断した土砂災害

●
災
害
は
、「
ひ
と
ご
と
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
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●
「
大
雨
が
降
り
出
し
た
！
」「
台
風
が
接
近
し
て
い
る
！
」
と
き
は
…

気
象
台
が
発
表
す
る
「
台
風
情
報
」「
注
意
報
・
警
報
」
な
ど
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

・
気
象
台
で
は
、
台
風
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
場
合
や
雨
な
ど
に
よ
り
重
大
な
被
害
が
発
生

す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
は
、「
台
風
情
報
」「
注
意
報
・
警
報
」
を
発
表
し
ま
す
。
テ
レ

ビ
や
ラ
ジ
オ
か
ら
最
新
の
情
報
を
入
手
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
避
難
の
準
備

・
避
難
勧
告
が
出
て
か
ら
あ
わ
て
な
い
よ
う

に
、
避
難
場
所
ま
で
の
道
順
や
避
難
指
示

の
伝
達
方
法
・
隣
近
所
と
の
協
力
体
制
な

ど
に
つ
い
て
、
再
度
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

◇
災
害
発
生
の
危
険
が
迫
っ
て
き
た

ら
…

・
町
は
、
災
害
の
危
険
が
迫
っ
た
地
域
の
住

民
に
対
し
て
「
避
難
勧
告
」
や
「
避
難
指

示
」
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
指
示
は
、

防
災
無
線
・
広
報
車
・
消
防
署
な
ど
に
よ

っ
て
伝
え
ら
れ
ま
す
。

・
危
険
を
感
じ
た
り
、
避
難
指
示
が
あ
っ
た

場
合
は
、
す
ぐ
に
そ
の
指
示
に
従
え
る
よ

う
準
備
し
、
あ
わ
て
ず
速
や
か
に
避
難
し

ま
し
ょ
う
。
隣
近
所
へ
も
声
を
か
け
、
特

に
お
年
寄
り
の
一
人
暮
ら
し
の
人
に
は

「
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
で
す
か
」
な
ど
の
声
か

け
を
。

・
避
難
の
前
に
は
、
必
ず
火
の
始
末
を
し
ま

し
ょ
う
。

・
避
難
の
際
の
持
ち
物
は
最
小
限
に
し
て
、

背
中
に
背
負
う
な
ど
、
と
っ
さ
の
と
き
両

◇
危
険
な
場
所
に
近
づ
か
な
い

・
豪
雨
で
増
水
し
た
小
川
や
側
溝
は
境
界
が

見
え
に
く
く
な
り
、
転
落
事
故
が
発
生
し

ま
す
。
ま
た
、
山
や
崖
崩
れ
も
起
こ
り
や

す
く
な
り
ま
す
。
日
ご
ろ
は
安
全
と
思
わ

れ
て
い
る
場
所
で
も
油
断
せ
ず
、
こ
れ
ら

の
場
所
に
は
む
や
み
に
近
づ
か
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

◇
非
常
日
用
品
の
点
検

・
非
常
持
ち
出
し
品
の
点
検
を
し
ま
し
ょ

う
。
例
え
ば
、
赤
ち
ゃ
ん
の
い
る
家
庭
で

は
粉
ミ
ル
ク
と
お
湯
を
忘
れ
な
い
よ
う
に

準
備
し
ま
し
ょ
う
。

■
災
害
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム

町
内
の
災
害
情
報
や
避
難
所
情
報
な
ど

を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
提
供

す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

h
ttp
://w

w
w
.y
h
k
-jo
h
o
.jp
/

■
平
生
町
防
災
マ
ッ
プ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
も
、
町
内
の
避
難
場

所
な
ど
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

http://w
w
w
.tow

n.hirao.lg.jp/hom
e/htm

l/

kikouzu/ka/soum
u/bousai/bousai1.htm

l

※
携
帯
用
サ
イ
ト
は
こ
ち
ら

h
ttp
://w

w
w
.to
w
n
.h
ira
o
.lg
.jp
/m
o
b

ile
/b
o
sa
i/b
o
sa
i.h
tm
l

■
土
砂
災
害
危
険
箇
所
マ
ッ
プ

町
内
の
土
砂
災
害
危
険
箇
所
な
ど
を
表
し

た
地
図
で
す
。
（
平
成
19
年
１
月
に
該
当

地
区
へ
配
布
し
て
お
り
ま
す
。）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。

http://w
w
w
.tow

n.hirao.lg.jp/hom
e/htm

l/ki

kouzu/ka/soum
u/bousai/kiken/kiken.htm

l

■
平
生
町
洪
水
避
難
地
図
（
洪
水
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
）

今
年
６
月
に
平
生
町
地
区
を
中
心
と
し
た

該
当
地
区
へ
配
布
し
て
お
り
ま
す
。

●
災
害
情
報
や
避
難
所
情
報
な
ど
は△災害情報提供システムの画面

手
が
自
由
に
使

え
る
よ
う
に
し

て
お
き
ま
し
ょ

う
。

△氾濫寸前となった河川

町
役
場
総
務
課
　
Tel
（
５
６
）
７
１
１
１

建
設
課
　
Tel
（
５
６
）
７
１
１
８

柳
井
警
察
署
【
緊
急
時
は
１
１
０
番
へ
】

Tel
（
２
３
）
０
１
１
０

柳
井
地
区
広
域
消
防
本
部
【
緊
急
時
は
１
１
９
番
へ
】

Tel
（
２
２
）
０
０
４
０

災
害
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
（
電
話
が
混
雑
し
て
家
族
と
連
絡
が
取
れ
な
い
時
）

Tel
１
７
１

●
災
害
時
の
緊
急
連
絡
先
な
ど
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会社の倒産や事業不振などで離職を余儀なくされた

人の生活資金などを貸し付けています。

県・市町離職者緊急対策資金

■
児
童
扶
養
手
当
、
特
別

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
さ

れ
て
い
る
人
へ

児
童
扶
養
手
当
は
、
８
月
31

日
ま
で
に
現
況
届
を
、
特
別
児

童
扶
養
手
当
は
９
月
10
日
ま
で

に
所
得
状
況
届
を
提
出
し
て
い

た
だ
き
ま
す
（
詳
細
は
、
個
人

あ
て
に
通
知
し
ま
す
）
。
こ
の

届
出
を
さ
れ
な
い
と
、
受
給
資

格
が
あ
っ
て
も
手
当
の
支
払
い

が
差
し
止
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

◎
受
付
場
所

町
役
場
健
康
福
祉
課
（
佐
賀

出
張
所
で
の
受
付
は
で
き
ま

せ
ん
）

◎
持
参
品
　
印
章
、手
当
証
書
、

住
民
票
謄
本
（
世
帯
全
員
の

も
の
、
児
童
扶
養
手
当
受
給

者
の
み
）

●
児
童
扶
養
手
当
の
対
象
者

父
母
の
離
婚
な
ど
に
よ
り
父
が
い

な
い
家
庭
や
父
が
重
度
の
障
害
の
あ

る
家
庭
に
お
い
て
、
18
歳
未
満
の
児

童
（
一
定
の
障
害
の
あ
る
場
合
は
20

歳
未
満
）
を
養
育
し
て
い
る
母
ま
た

は
養
育
者
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
場
合
に
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

①
政
令
で
定
め
る
一
定
の
基
準
の
所

得
を
超
え
る
場
合

②
公
的
年
金
を
受
給
で
き
る
、
ま
た

は
父
親
の
公
的
年
金
の
加
算
の
対

象
と
な
っ
て
い
る
場
合

●
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
対
象
者

身
体
、
ま
た
は
精
神
に
障
害
の
あ

る
20
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し
て
い

る
父
母
、
ま
た
は
養
育
者
に
支
給
さ

れ
ま
す
。

た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
場
合
に
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

①
政
令
で
定
め
る
一
定
の
基
準
の
所

得
を
超
え
る
場
合

②
児
童
が
障
害
を
支
給
事
由
と
す
る

公
的
年
金
を
受
給
で
き
る
場
合

③
児
童
が
施
設
に
入
所
し
て
い
る
場

合 母
子
家
庭
の
人
や
心
身
に
障
害
の
あ
る
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
人
で
、

次
の
条
件
に
あ
て
は
ま
る
人
は
、
児
童
扶
養
手
当
や
特
別
児
童
扶
養
手

当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
町
役
場
健
康
福
祉
課
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

児
童
扶
養
手
当
と

特
別
児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て

■
問
合
せ
先

町
役
場
健
康
福
祉
課

Tel
（
５
６
）
７
１
１
５

■問合せ先

山口県労働政策課　Tel０８３（９３３）３２１０

県内の中国労働金庫各支店

●貸付対象者 次のすべてに該当する人

・県内に１年以上居住

・離職時の事業所に１年以上勤続

・離職を余儀なくされた勤労者【雇用保険受給資格者

（離職理由コード11、12、21、22、23、31、32、

34）または当該雇用保険受給資格者であった人】

で、離職後１年以内

・借入申込み時に離職しており、公共職業安定所で求

職活動を行っている人（確認書類として、雇用保

険受給資格者証などの証明書が必要。）

●資金使途

大学教育資金、住宅資金償還金、冠婚葬祭・療養資金、

災害資金、一般生活資金

●貸付限度額 70～150万円

●償還期間 ３～６年以内

●貸付利率 年1.0％（別に保証料が必要）

●保証人など

連帯保証人１人（申込人と別生計の人）と社日本労働

者信用基金協会の債務保証を受けることが必要です。

●申込み先 中国労働金庫（貸付には審査があります。）

総務省統計局では、平成22年10月１日現

在で「平成22年国勢調査」を実施するにあ

たって、国勢調査に関する「標語」「ポスタ

ー図案」を募集します。

●趣旨 国勢調査の意義や重要性、調査の実

施にはすべての人の理解と協力が必要とな

ることなどを表現してください。

●応募区分・応募方法

・「標語」

①小学生部門、②中学生部門、③一般部門

ハガキまたは電子メールで応募ください

・「ポスター図案」

①小学生部門、②中学生部門

郵便または宅配便で応募ください

●応募条件 応募作品は、自作で未発表のも

のに限ります。（一人何点でも可）

●募集締切 ９月10日木

■応募および問合せ先

〒162-8668 東京都新宿区若松町19-1

総務省統計局統計調査部国勢統計課　平成

22年国勢調査標語及びポスター図案募集

担当

Tel０３（５２７３）１１５１

電子メール　kokusei@soumu.go.jp

平成22年国勢調査
標語・ポスター図案募集



暑
中
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。

セ
ミ
時
雨
が
運
ぶ
鎮
魂
の
８

月
。被
爆
か
ら
64
年
目
の
夏
で
す
。

今
年
は
“
核
”
を
め
ぐ
る
世
界
の

潮
流
が
大
き
く
変
化
し
て
い
ま

す
。
４
月
の
オ
バ
マ
米
大
統
領
の

「
プ
ラ
ハ
演
説
」
は
、
“
核
の
な

い
世
界
”
を
目
指
す
決
意
を
宣
言

し
、
核
使
用
国
と
し
て
の
“
道
義

的
な
責
任
”
に
も
初
め
て
言
及
す

る
画
期
的
な
も
の
で
、
大
き
な
反

響
を
呼
び
ま
し
た
。
そ
の
後
の

米
・
露
２
国
間
の
新
た
な
核
兵
器

削
減
合
意
や
、
Ｇ
８
サ
ミ
ッ
ト
で

の
首
脳
声
明
等
、
核
軍
縮
へ
の
気

運
の
高
ま
り
を
歓
迎
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
し
か
し
一
方
で
、
イ
ン
ド
、
パ

キ
ス
タ
ン
、
北
朝
鮮
、
イ
ラ
ン
…

な
ど
、
核
拡
散
が
懸
念
さ
れ
る
冷

厳
な
現
実
が
あ
る
こ
と
も
事
実
で

す
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
来
年

予
定
さ
れ
て
い
る
核
拡
散
防
止
条

約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
の
再
検
討
会
議
の

動
向
が
注
目
さ
れ
、
そ
の
体
制
強

化
が
期
待
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

唯
一
の
被
爆
国
、
日
本
に
と
っ

て
、核
廃
絶
は
長
年
の
悲
願
で
す
。

今
こ
そ
、
“
非
核

”
を
基
調
と

す
る
安
全
保
障
政
策
の
再
構
築
に

よ
っ
て
、
平
和
と
核
廃
絶
運
動
の

先
頭
に
立
つ
べ
き
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
私
た
ち
も
、
草
の
根
レ

ベ
ル
か
ら
活
動
を
積
み
上
げ
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
す
。
こ
の
周
東

地
域
で
は
、
先
月
、
コ
ー
プ
や
ま

ぐ
ち
主
催
の
『
ピ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ

ム
（
平
和
市
長
会
議
学
習
会
）
』

が
田
布
施
町
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
中
で
、
広
島
平
和
文
化

セ
ン
タ
ー
の
リ
ー
バ
ー
理
事
長
さ

ん
の
講
演
に
続
き
、
私
か
ら
標
題

の
「
平
和
市
長
会
議
」
に
加
盟
し

て
い
る
首
長
と
し
て
、
そ
の
紹
介

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
「
平
和
市
長
会
議
」
は
、

広
島
・
長
崎
市
に
呼
応
し
、
世
界

の
都
市
や
地
域
が
連
帯
し
て
、

“
核
の
な
い
世
界
”
を
目
指
す
こ

と
を
目
的
に
設
立
さ
れ
、
現
在
、

世
界
で
約
３
０
０
０
の
都
市
、
日

本
で
も
３
０
０
を
超
え
る
自
治
体

が
加
盟
し
て
い
ま
す
。
県
内
で
は

昨
年
、
萩
市
と
平
生
町
が
、
今
年

に
な
っ
て
、
岩
国
市
が
加
盟
。
当

日
集
会
に
参
加
さ
れ
た
柳
井
市
長

も
加
盟
方
針
を
表
明
さ
れ
る
な

ど
、
世
論
の
広
が
り
を
実
感
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

「
平
和
市
長
会
議
」
と
し
て
は

当
面
、
２
０
２
０
年
ま
で
の
核
廃

絶
を
目
標
に
、
そ
の
段
階
的
削
減

の
道
筋
を
示
し
た
『
ヒ
ロ
シ
マ
・

ナ
ガ
サ
キ
議
定
書
』
が
、
来
年
の

Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
で
採
択
さ
れ

る
よ
う
、
各
国
政
府
に
働
き
か
け

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。今
後
と
も
、

こ
の
「
平
和
市
長
会
議
」
へ
の
理

解
と
賛
同
の
輪
を
広
げ
、
積
極
的

な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
展
開
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
平
和
市
長
会
議
」
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町民課の
窓口延長サービス

●毎週金曜日、町民課の窓口は午後６時30分まで（年末年始、祝日を除く）
●交付できるもの：住民票の写し、戸籍謄抄本、印鑑登録証、印鑑証明書

※戸籍について、古い戸籍（除籍・原戸籍）は除く

「平和市長会議」の

ロゴマーク

「窓口封筒」
提供業者を募集
平生町では、広告掲載事業の
一環として、窓口封筒を提供し
ていただける業者を募集しま
す。

■申込みおよび問合せ先
町役場総合政策課
Tel（５６）７１２０

●募集物 平生町窓口封筒
●募集対象
窓口封筒を取り扱う業者
●提供期間
平成21年12月１日～
平成22年11月30日
●募集締切 ８月31日月
午後５時（必着）
（応募多数の場合は抽選）
※申込書は総合政策課窓口に備
え付けてあります。（町公式
ホームページからダウンロー
ドすることもできます。）

電波は、私たちの身の回りから公

共分野まで、いろいろなところで利

用されています。この電波を公正か

つ効率よく利用できるようにするた

め、電波を使用するルール「電波法」

が定められています。

みんなで守る
電波のルール

■問合せ先

総務省　中国総合通信局

電波監理部電波利用環境課

Tel０８２（２２２）３３３３

●不法電波は犯罪です

無線局の開設には、免許が必要

です。

無線機をお求

めの際には

「技適マーク」

を確認してく

ださい。

●「技適マーク」のついた無線機

を使用しましょう

●外国規格のトランシーバーは、

国内で使用できません
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７月23日、親子で懐かしいおやつを作ろ

うと、「こどもわくわく体験交流会」が町保

健センターで開かれました。

農山漁村で培われた知恵や技の伝承と食農

教育の推進を目指して、平生町生活改善実行

グループ連絡協議会が主催して開かれたこの

交流会では、親子約50人が参加。昔懐かし

い「かしわもち」や地元で採れたブルーベリ

ーを使った「ブルーベリーゼリー」を作り、

その後には、みんなで交流を深めながら、自

分たちで作ったおやつをおいしくいただきま

した。

子どもわくわく体験交流会

７
月
１
日
か
ら
31
日
に
か
け
て
、
平
生
町
歴

史
民
俗
資
料
館
付
属
展
示
室
で
平
成
21
年
度
特

「
書
作
展
」
を
開
催

夏
が
来
た
！

７
月
23
日
、
な
か
よ
し
ハ
ウ
ス
で
は
、
子
育
て
サ
ロ
ン
の

一
環
と
し
て
、
親
子
で
の
『
磯
あ
そ
び
』
を
丸
山
海
浜
パ
ー

ク
で
行
い
ま
し
た
。

参
加
し
た
親
子
は
、
今
年

初
め
て
の
浜
辺
で
の
水
遊
び

を
満
喫
し
ま
し
た
。中
に
は
、

生
ま
れ
て
初
め
て
海
水
に
ふ

れ
る
子
ど
も
も
お
り
、
小
さ

な
波
に
も
驚
き
な
が
ら
、
楽

し
そ
う
に
遊
ん
で
い
ま
し

た
。な

か
よ
し
ハ
ウ
ス
は
、
宇

佐
木
保
育
園
２
階
に
あ
る
平

生
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

の
名
称
で
す
。

夏休みに貝を集めよう
７月23日、夏休みの期間を利用した貝の

採集会が、平生図書館の主催により東魚見海

岸で行われました。

城南小（田布施町）教頭の吉崎宏先生の指

導のもと、参加した約40人の親子がそれぞ

れいろいろな種類の貝殻を拾い集めました。

採集した貝は、８月23日に図書館に持ち

寄って同定会を開く予定です。

「
エ
コ
Ｄ
ａ
ｙ
キ
ャ
ン
プ
」

佐
賀
地
区
の
小
学
生
が
、
環
境
意
識
の
啓
発
も
兼
ね
た

「
エ
コ
Ｄ
ａ
ｙ
キ
ャ
ン
プ
」
を
７
月
18
日
佐
賀
小
学
校
で
行

い
ま
し
た
。

コ
ッ
プ
や
ス
プ
ー
ン
な
ど

を
持
参
し
て
、
使
い
捨
て
の

食
器
な
ど
は
使
わ
な
い
な

ど
、
環
境
に
も
配
慮
。
も
ち

ろ
ん
ゲ
ー
ム
機
な
ど
も
持
込

禁
止
で
す
。
で
も
、
子
ど
も

た
ち
は
、
飯
ご
う
炊
飯
に
よ

る
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
お
い
し

く
い
た
だ
き
、
大
声
大
会
や

プ
ー
ル
遊
び
な
ど
で
大
は
し

ゃ
ぎ
。
昼
間
の
キ
ャ
ン
プ
を

と
て
も
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。

別
展
示
第
１
弾

「
書
作
展
」
が

開
か
れ
ま
し

た
。会

場
に
は
、

平
生
婦
人
会
書

道
部
の
み
な
さ

ん
の
作
品
が
展

示
さ
れ
、
多
く

の
来
館
者
を
惹

き
つ
け
ま
し

た
。
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【平生町観光キャッチフレーズ】“キラメキの瀬戸の眺めにおいでませ　明日は歴史と会える町”

前
列
左
か
ら
國
廣
さ
ん
、
神
代
さ
ん
、
山

村
さ
ん
、
前
上
さ
ん
、
山
根
さ
ん
、
村
崎

さ
ん
。
後
列
左
か
ら
大
田
体
育
協
会
長
、

外
村
さ
ん
、
三
宅
さ
ん
、
山
縣
さ
ん
、
喜

田
さ
ん
、
西
山
さ
ん
、
冨
田
さ
ん
。
最
後

列
左
か
ら
山
田
町
長
、
松
場
文
化
協
会
長
、

西
村
音
楽
協
会
副
会
長
。

社会を明るくする運動
７月の「社会を明るくする運動強調月間」の一環として、７月６

日から10日にかけて、町内の小中高校において啓発活動が行われ

ました。

更生保護女性会をはじ

め、保護司、青少年育成町

民会議、民生委員・児童委

員、青少年育成センター、

平生防犯パトロール隊の皆

△平生小学校（７月６日）

さんが参加し、登校時間帯に校門に立ち、「社会を明るくする運動」

グッズのポケットティッシュを配りながら、児童・生徒と明るいあ

いさつを交わしました。

また、７月１日には、第59回社会を明るくする運動平生町推進

大会が約80人の出席により、町役場で開かれました。

△推進大会の様子（７月１日）

“
サ
ル
”

出
没
注
意
!?

前
列
左
か
ら
長
友
く
ん
、
四
宮

く
ん
。
後
列
左
か
ら
山
田
町
長
、

大
田
体
育
協
会
長
、
高
木
教
育

長

●
平
成
21
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

・
柔
道國

廣
佳
明
（
高
水
高
３
年
）

外
村
玲
奈
（
田
布
施
工
高
１
年
）

・
レ
ス
リ
ン
グ

神
代
茂
雄
（
柳
井
商
工
高
２
年
）

・
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

三
宅
弘
通
（
周
防
大
島
高
１
年
）

●
第
56
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
全
国
高
校
放
送
コ
ン
テ
ス
ト

前
上
怜
子
（
熊
毛
南
高
３
年
）

山
根
幸
恵
（
熊
毛
南
高
３
年
）

山
村
郁
也
（
熊
毛
南
高
３
年
）

●
第
33
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

・
管
弦
楽
部
門
【
熊
毛
南
高
校
吹
奏
楽
部
】

村
崎
梨
沙
（
熊
毛
南
高
３
年
）

山
縣
美
穂
（
熊
毛
南
高
３
年
）

喜
田
真
未
（
熊
毛
南
高
１
年
）

冨
田
佳
歩
（
熊
毛
南
高
１
年
）

西
山
美
穂
（
熊
毛
南
高
１
年
）

●
第
40
回
日
本
少
年
野
球
選
手
権
大
会

【
岩
国
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
ボ
ー
イ
ズ
】

四
宮
頼
我
（
平
生
小
６
年
）

●
第
10
回
全
国
小
学
生
Ａ
Ｂ
Ｃ
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

長
友
壮
志
（
平
生
小
４
年
）

全
国
大
会
に
出
場

７
月
16
日
、
平
成
21
年
度
の
全
国
高
校
総
体

や
全
国
放
送
コ
ン
テ
ス
ト
、
全
国
高
校
総
合
文

化
祭
に
出
場
す
る
選
手
の
激
励
会
が
、
７
月
22

日
に
は
日
本
少
年
野
球
選
手
権
や
全
国
小
学
生

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
に
出
場
す
る
選
手
の
激
励
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

出
場
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

７
月
上
旬
、
大
野
南

園
田
地
区
の
民
家
に
サ

ル
が
登
っ
て
い
る
の
が

発
見
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
近
く
の
山
に
戻

っ
た
よ
う
で
す
が
、
付

近
で
は
幾
度
か
目
撃
さ

れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

ま
た
、
曽
根
の
地
方
地

区
で
も
目
撃
さ
れ
て
お

り
、
も
し
、
人
的
被
害

が
あ
っ
た
場
合
な
ど

は
、
警
察
署
な
ど
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
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お
酒
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

No.578

《材　料》　４人分

《作り方》

①トマトはヘタの部分を除き、中身をくり抜く。

②玉ネギは、半分はみじん切りにして炒めて冷ます。

残りは薄切りにする。

③鍋にバターを溶かし、薄切りの玉ねぎを炒め、①

の中身とトマトの水煮（缶）を加えて炒め、ロー

リエ、スープ（２カップ）を加えて煮て、ミキサ

ーにかける。

④合挽き肉に②の玉ネギ、塩（小1/4），こしょう

を加え、ねばりが出るまで混ぜる。

⑤①のトマトに④を詰め、鍋に並べ、スープ（１カ

ップ）を加え、肉に火が通るまで煮て、③のスー

プを加え、塩、こしょうで味を調える。

トマト（中）赤 ４個

玉ネギ 150ｇ

合挽き肉　　　　100ｇ

塩、こしょう　　　　　　

トマト（水煮缶） １缶

ローリエ １枚

スープの素　　　　２個

バター　　 大さじ１

丸ごとトマトのスープ

◇
断
酒
会
と
は

酒
害
者
（
お
酒
に
悩
む
人
達
）
に
よ
る
自
助
組
織
で
す
。
全
日
本
断
酒
連

盟
と
い
う
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、
会
員
本
人
約
１
万
人
と
そ
の
家
族
が
酒
の
な
い
新

し
い
人
生
を
明
る
く
生
き
て
い
ま
す
。

◇
断
酒
会
で
は
何
を
や
っ
て
い
る
の

特
別
に
難
し
い
こ
と
で
は
な
く
、
断
酒
例
会
に
参
加

し
て
、
酒
害
体
験
と
自
分
自
身
を
率
直
に
語
り
、
聴
く
だ
け
で
す
。
会
員
同
士
は
完
全
に

平
等
の
立
場
で
、
身
分
、
職
業
、
性
別
の
差
は
存
在
し
ま
せ
ん
。

◇
そ
れ
で
お
酒
が
や
め
ら
れ
る
の

断
酒
会
で
語
り
、
聴
く
こ
と
で
自
分
と
酒
と
の
関
係
が

は
っ
き
り
と
見
え
、
共
通
の
悩
み
を
持
っ
た
者
同
士
の
信
頼
関
係
が
生
ま
れ
ま
す
。
そ
こ

で
、
断
酒
に
踏
み
切
り
、
断
酒
を
継
続
す
る
努
力
を
始
め
る
の
で
す
。
断
酒
を
継
続
す
る

こ
と
で
、
新
し
い
人
生
を
創
り
、
力
強
く
生
き
て
い
く
自
覚
と
自
信
が
湧
い
て
き
ま
す
。

◇
断
酒
会
で
何
が
得
ら
れ
る
の

断
酒
例
会
で
体
験
談
を
聴
き
そ
し
て
語
る
こ
と
で
、
ひ
と

つ
ひ
と
つ
問
題
が
掘
り
起
こ
さ
れ
、
解
決
の
糸
口
が
見
え
て
く
る
の
で
す
。

■
問
合
せ
先

柳
井
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
Tel
（
２
２
）
３
６
３
１

平
生
町
保
健
セ
ン
タ
ー
　
　
Tel
（
５
６
）
７
１
４
１

断
酒
会
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

●
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か

あ
な
た
は
、
自
分
の
飲
酒
問
題

で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。
酒
が
原

因
で
体
調
を
崩
し
て
い
る
の
に
、

酒
を
止
め
る
こ
と
も
、
節
酒
も
で

き
な
い
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。

友
人
や
職
場
の
人
に
注
意
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
か
。
子
ど
も
の
目
を
恐

れ
て
い
ま
せ
ん
か
。
離
婚
話
が
出

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

も
し
そ
う
だ
っ
た
ら
、
あ
な
た

は
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
に
な
っ
て

い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ア
ル

コ
ー
ル
依
存
症
は
、
酒
を
飲
む
人

な
ら
男
女
を
問
わ
ず
、
誰
で
も
か

か
る
可
能
性
の
あ
る
ご
く
普
通
の

病
気
な
の
で
す
。
推
定
患
者
数
は

全
国
で
82
万
人
で
す
。
恥
ず
か
し

が
る
よ
う
な
特
別
な
病
気
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

●
飲
酒
運
転
に
お
び
え
て
い
ま
せ

ん
かい

つ
も
お
酒
を
飲
ん
で
運
転
す

る
夫
（
妻
・
子
ど
も
）
に
お
び
え

て
い
ま
せ
ん
か
。
一
家
の
崩
壊
を

心
配
し
て
、
胸
が
つ
ぶ
れ
そ
う
に

な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

飲
酒
運
転
の
再
犯
者
の
40
％
は

依
存
症
の
疑
い
あ
り
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

●
巻
き
込
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
か

あ
な
た
は
夫
（
妻
・
子
ど
も
）

の
酒
に
巻
き
込
ま
れ
て
、
疲
れ
き

っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
酒
を
隠
し
た

り
、
捨
て
た
り
、
夫
を
な
だ
め
た

り
、
怒
鳴
っ
た
り
と
、
大
変
な
毎

日
が
続
い
て
い
ま
せ
ん
か
。

そ
し
て
あ
な
た
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
努
力
が
実
を
結
ば
な
い
の
に
絶

望
し
て
離
婚
を
考
え
た
り
し
て
い

ま
せ
ん
か
。

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の
こ
と
を

「
家
族
ぐ
る
み
の
病
気
」
と
い
い

ま
す
。
酒
を
飲
ん
で
い
な
い
家
族

が
ど
う
し
て
病
気
な
ん
で
す
か
、

と
あ
な
た
は
納
得
で
き
な
い
で
し

ょ
う
。
し
か
し
、
ど
ん
な
に
頑
張

っ
て
も
良
い
結
果
が
出
ず
、
し
か

も
同
じ
こ
と
を
繰
り
返
し
て
い
る

と
、
人
間
は
心
の
健
康
を
損
な
う

よ
う
に
な
る
の
で
す
。
そ
こ
で
、

ま
ず
あ
な
た
自
身
を
変
え
る
こ
と

を
お
薦
め
し
ま
す
。
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人
権
に
関
す
る

町
民
意
識
調
査
結
果
に
つ
い
て
（
そ
の
１
）

町
役
場
総
務
課

本
町
で
は
、
山
口
県
が
平
成
14

年
に
策
定
し
た
「
山
口
県
人
権
推

進
指
針
」
に
基
づ
き
、
「
町
民
一

人
ひ
と
り
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
た

平
生
町
の
実
現
」
を
目
指
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
た
び
、

人
権
に
関
す
る
今
後
の
取
り
組
み

を
推
進
し
て
い
く
上
で
、
「
人
権

に
関
す
る
意
識
調
査
」を
実
施
し
、

皆
さ
ま
よ
り
ご
意
見
や
ご
要
望
を

お
聞
か
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご

回
答
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
に
は
、

お
忙
し
い
と
こ
ろ
、
本
調
査
に
ご

理
解
、
ご
協
力
い
た
だ
き
、
厚
く

お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

本
調
査
の
主
な
結
果
に
つ
い

て
、
今
回
か
ら
２
回
に
分
け
て
報

告
し
ま
す
。

◇
実
施
目
的

町
民
一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
尊

重
さ
れ
た
平
生
町
の
実
現
を
目
指

す
た
め
、
人
権
問
題
に
対
す
る
町

民
の
意
識
に
つ
い
て
現
状
を
把
握

し
、
今
後
の
人
権
行
政
を
推
進
し

て
い
く
上
で
の
基
礎
資
料
を
得
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、意
識
調
査
の
実
施
を
通
じ
て
、

人
権
に
関
す
る
町
民
世
論
の
喚
起

を
図
り
、
人
権
問
題
に
対
す
る
関

心
を
深
め
る
と
と
も
に
、
人
権
に

関
す
る
町
民
意
識
の
向
上
を
図
る

も
の
で
す
。

◇
調
査
対
象
者
お
よ
び
調
査
票
配

布
数平

生
町
に
居
住
す
る
20
歳
以
上

の
１
２
０
０
人

◇
回
収
数

５
７
３
人

◇
回
収
率
　
47
・
８
％

◇
調
査
時
期

平
成
20
年
10
月

◇
調
査
の
内
容

人
権
に
つ
い
て
の
意
識
や
考
え

方
に
つ
い
て
、
女
性
の
人
権
、
子

ど
も
の
人
権
、
高
齢
者
の
人
権
、

障
害
の
あ
る
人
の
人
権
、
同
和
問

題
、
外
国
人
の
人
権
、
感
染
症
患

者
等
の
人
権
、ハ
ン
セ
ン
病
問
題
、

罪
や
非
行
を
犯
し
た
人
の
人
権
、

そ
の
他
の
人
権
、
山
口
県
の
人
権

に
関
す
る
取
組
に
つ
い
て

◇
主
な
結
果

【
人
権
に
つ
い
て
の
意
識
や
考
え

方
に
つ
い
て
】

○
問
１
　
基
本
的
人
権
は
侵
す
こ

と
の
で
き
な
い
永
久
の
権
利
と
し

て
、
憲
法
で
保
障
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
知
っ
て
い
ま
す
か

・
知
っ
て
い
る
（
86
％
）

・
知
ら
な
い
（
12
・
６
％
）

・
無
回
答
（
１
・
４
％
）

○
問
２
　
「
山
口
県
人
権
推
進
指

針
」
を
知
っ
て
い
ま
す
か

・
知
っ
て
い
る
（
20
・
８
％
）

・
知
ら
な
い
（
73
・
１
％
）

・
無
回
答
（
６
・
１
％
）

な
お
、
詳
し
く
は
、
本
調
査
報

告
書
、
県
調
査
報
告
書
（
概
要
版
）

な
ら
び
に
山
口
県
人
権
推
進
指
針

（
概
要
版
）
を
、
左
記
閲
覧
場
所

に
備
え
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
ご

覧
く
だ
さ
い
。

８月…17日月、24日月、30日（日／月末整理日）、31日月
９月…７日月、14日月

《一般書》

《児童書》

百と八つの流れ星　上　下

丸山　健二　著

植物図鑑

有川　　浩　著

ロンバルディア遠景

諏訪　哲史　著　

運命の人　４

山崎　豊子 著　

もったいないばあさんのいただきます

真珠まりこ　作･絵

きんのたまごにいちゃん

あきやまただし　作・絵

やっとライオン

きむらゆういち　作　

オチケン、ピンチ！！

大倉　崇裕　作

超図解工作大図鑑

かざまりんぺい　著

いのちのメッセージ

日野原重明 著

図書の一部を紹介します。

新着図書の紹介

休館日

図図図図 書書書書 館館館館

だだだだ よよよよ りりりり
「 生きてゆく力 」

宮尾　登美子　著

壮絶な貧しさと人情、別れと出会

い。ここに苦労を血肉にする、たく

ましい生き方がある。円熟の作家・
宮尾登美子が自身

の経験を振り返

り、いま、目の前

を過ぎゆくもの、

過去となりつつあ

るものを、いとし

みながら、書きつ

づる。

平生図書館　Tel（56）2310
【開館時間】午前９時～午後５時15分

◆
閲
覧
場
所

町
役
場
総
務
課
・
健
康
福
祉
課
、
町
教
育
委
員
会
、
中
央
公
民
館
、

大
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
曽
根
公
民
館
、
佐
賀
公
民
館

■
問
合
せ
先

町
役
場
総
務
課
　
Tel
（
５
６
）
７
１
１
１
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【交通安全標語】

９月11日は「警察相談の日」 ～安心の警察相談　＃９１１０～

自転車は車道が原則　歩道は減速 （平成21年「交通安全年間スローガン」）

先日、自宅に来た業者から「火災警報器を取り付けていない

と罰せられる」と言われたので購入する契約をしました。しか

し、高額なので契約を解除したいのですが可能でしょうか。

訪問販売で住宅用火災警報器を購入した場合、契約書面を受

け取った日から８日以内であれば、すでに設置した場合でもク

ーリング・オフできますので、解約が可能です。

消防法の改正により、平成23年６月までには全ての住宅に火災

警報器の設置が義務付けられています。火災警報器は、ホームセン

ターや電気店で購入でき、自分で取り付けることもできます。

この法改正を悪用し、訪問販売で不当に高額な価格で火災警報器

を購入させようとする事例があります。消防署や市町が業者に住宅

◆◇ワンポイント◇◆

住宅用火災警報器の設置について

相
　
談

ア
ド
バ
イ
ス

用火災警報器の販売を委託

したり、住宅の点検に来る

ことはありません。

不審に感じたときは、県

消費生活センターまたは市

町の消費生活相談窓口にお

尋ねください。

警察では、県警本部の「警察総合相談室」、警察署の「警察安全相談係」に相談員を配置して、「事件

や事故に至ってはいないが、不安や危険を感じている」といった犯罪被害の未然防止に関するものなど、

県民の皆さんの安全と平穏に関する相談に応じています。

防犯のことや交通のこと、家庭内の暴力や子供の非行、ストーカーなど身近な問題・不安など、

一人で悩まずに、まず、相談してください。

相談者の秘密は固く守られますので安心して相談できます。

●一人で悩まず、まず相談を！

★警察総合相談室（警察本部窓口）

Tel＃９１１０（プッシュ回線の電話、携帯電話・ＰＨＳのみ）

ダイヤル回線の電話は、Tel０８３（９２３）９１１０

☆柳井警察署　警察安全相談係

Tel（２３）０１１０

※事件事故などの緊急通報は「１１０番」へ！
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〔ミュージックチャイムの曲名〕

６：00 われは海の子　　12：00 上を向いて歩こう　　17：00 夕やけこやけ　　22：00 四季の歌

柳井健康福祉センター相談日
〔柳井市古開作／Tel（２２）３６３１〕

休日や平日夜間の医療案内

■柳井地域休日夜間応急診療所

柳井市中央１丁目５番３号

Tel（２２）９００１（下記診療時間内）

◇診療は、あくまで応急的診療であり、専門的な診

療は受けられない場合があります。

場所：イズミゆめタウン柳井　２階ベビー服売り場前
日時：８月８日土、９月19日土　午後１時～５時
内容：血圧測定、体重･体脂肪測定、健康相談、

乳児･育児相談など

山口県看護協会柳井支部事務局
Tel 0820（78）0310「まちの保健室」

受付時間
毎日 午後７時～10時

Tel ＃8000 または Tel 083（921）2755（携帯電話も可）

山口県精神科
救急情報センター

Tel 0836（58）4455（24時間対応）

こころの救急電話相談

内容：精神病、うつ病など、こころの病気による混
乱した言動・ひきこもり・自殺願望など

内容：15歳未満の子どもの急患や疾病に関すること

７月13日、平生中学校では、全生徒を対象と

した「第15回思春期講演会」が、町主催で開か

れました。

助産師の高杉敏子さんを講師に迎えて行われた

講演では、命が誕生する尊さを通して、生徒たち

は思春期における大切な問題を真剣な表情で学ん

でいました。

中学生に思春期講演会

小児救急電話相談

☆完納で育てよう明るい平生町☆

今月の納税【８月】 納期限８月31日

町県民税　　　　　　　第２期
国民健康保険税　　　　第２期
介護保険料　　　　　　第２期
後期高齢者医療保険料　第２期

◎便利な口座振替も利用できます◎
問合せ先　（町税）町役場税務課　Tel（56）7114

（介護保険料）健康福祉課　Tel（56）7115
（後期高齢者医療保険料）町民課　Tel（56）7113

●Ｂ・Ｃ型肝炎検査《要予約（前日まで）》

９月９日水 10：00～11：00

●骨髄バンク登録受付（検査）《要予約（前日まで）》

９月９日水 ９：00～10：00

●不妊専門相談《要予約（前日まで）》

９月11日金 15：00～17：00

●ＨＩＶ抗体検査・相談《要予約（前日まで）》

※当日検査結果がわかります（１日５人限定）

９月９日水 13：00～15：30

●思春期・ストレス相談《要予約（前日まで）》

９月11日金 10：00～15：00

●心の健康相談《要予約（１週間前まで）》

８月18日火、９月15日火 13：00～14：00
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＜ 以下は広告欄です ＞

広報ひらおでは、広告掲載事業による有料広告を掲載しています。

試
験
・
募
集

平
成
21
年
度
就
学
義
務
猶
予
免
除
者

等
の
中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験

こ
の
試
験
は
、
病
気
な
ど
や
む
を

得
な
い
事
由
に
よ
り
、
就
学
義
務
を

猶
予
ま
た
は
免
除
さ
れ
た
人
な
ど
に

対
し
、
中
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
が

あ
る
か
を
認
定
す
る
た
め
に
国
が
行

う
も
の
で
、
合
格
者
に
は
高
等
学
校

の
入
学
資
格
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

●
試
験
日

11
月
４
日
水

●
試
験
場
所

山
口
県
教
育
庁

●
試
験
科
目

国
語
、
社
会
、
数
学
、

理
科
、
外
国
語
（
英
語
）

●
願
書
受
付
期
間

８
月
21
日
金
〜
９
月
８
日
火

■
問
合
せ
先

町
教
育
委
員
会

Tel
（
５
６
）
６
０
８
３

山
口
県
職
員
等
採
用
試
験

●
試
験
区
分
お
よ
び
受
験
資
格

①
短
大
卒
業
程
度
（
小
・
中
学
校
栄

養
士
）
／
昭
和
59
年
４
月
２
日
〜
平

成
２
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

②
高
校
卒
業
程
度
（
事
務
、
土
木
、

電
気
、
小
・
中
学
校
事
務
）
／
昭
和

63
年
４
月
２
日
〜
平
成
４
年
４
月
１

日
生
ま
れ
の
人
（
大
卒
お
よ
び
平
成

22
年
３
月
卒
業
見
込
み
を
除
く
）

③
診
療
放
射
線
技
師
④
臨
床
検
査
技

師
⑤
作
業
療
法
士
／
昭
和
55
年
４
月

２
日
〜
平
成
元
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
人

※
①
、
③
〜
⑤
は
、
そ
れ
ぞ
れ
免
許

を
有
す
る
人
ま
た
は
平
成
21
年
３
月

31
日
ま
で
に
取
得
す
る
見
込
み
の
人

●
受
付
期
限
　
８
月
28
日
金
（
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
は
８
月
21
日
金
）

●
第
１
次
試
験
日
　
９
月
27
日
日

■
問
合
せ
先

山
口
県
人
事
委
員
会

Tel
０
８
３
（
９
３
３
）
４
４
７
４

http://w
w
w
.pref.yam

aguchi.lg.jp/c

m
s/a33000/shiken/saiyo-joho.htm

l

自
衛
官
等
募
集

●
募
集
種
目
お
よ
び
応
募
資
格

①
防
衛
大
学
校
学
生（
推
薦
・
一
般
）

②
防
衛
医
科
大
学
校
学
生
③
航
空
学

生
（
海
・
空
）
／
高
卒
（
見
込
み
含

む
）
21
歳
未
満

④
看
護
学
生
／
高
卒（
見
込
み
含
む
）

24
歳
未
満

⑤
一
般
曹
候
補
生
⑥
２
等
陸
・
海
・

空
士
／
18
歳
以
上
27
歳
未
満

●
受
付
期
間
・
期
限
　
①
（
推
薦
）

９
月
５
日
〜
９
日
、
①
（
一
般
）
②

④
９
月
７
日
〜
10
月
２
日
、
③
⑤
⑥

（
女
子
）
９
月
11
日
ま
で
、
⑥
（
男

●
テ
ー
マ

元
気
で
輝
い
て
い
る
山
口
県
民
の
姿

●
応
募
資
格

県
内
居
住
の
人

●
応
募
締
切
　
９
月
11
日
金
必
着

※
詳
し
く
は
、
各
公
民
館
・
町
役
場

総
合
政
策
課
窓
口
に
備
え
付
け
の
募

「
住
み
良
さ
日
本
一
」
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

子
）
年
間
を
通
じ
て

◇
募
集
説
明
会
（
随
時
）

平
日
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
６
時

■
問
合
せ
先
お
よ
び
説
明
会
場

自
衛
隊
山
口
地
方
協
力
本
部
柳
井

地
域
事
務
所
（
柳
井
市
南
町
３-

８-

４
）

Tel
（
２
２
）
８
１
９
９

『
温
暖
化
ト
メ
リ
ン
ピ
ッ
ク
２
０
０
９

ｉ
ｎ
や
ま
ぐ
ち
』
参
加
団
体
募
集

地
球
温
暖
化
防
止
活
動
の
全
国
大

会
に
出
場
す
る
山
口
県
代
表
の
選
抜

を
行
い
ま
す
。

●
応
募
資
格

平
成
20
・
21
年
度
に
県
内
で
実
施

ま
た
は
実
施
予
定
の
地
球
温
暖
化
防

止
に
貢
献
す
る
活
動
を
行
う
団
体

●
応
募
期
限

８
月
31
日
月

※
県
代
表
に
選
ば
れ
た
団
体
は
、
全

国
大
会
へ
招
待
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先

山
口
県
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推

進
セ
ン
タ
ー

Tel
０
８
３
（
９
３
３
）
０
０
１
８

h
ttp
://w

w
w
.y
ob
ou
.or.jp

/y
ccca/

一
定
量
以
上
の
危
険
物
（
ガ
ソ
リ

ン
、
灯
油
な
ど
）
を
取
り
扱
う
施
設

に
は
、危
険
物
取
扱
者
が
必
要
で
す
。

●
試
験
種
類
【
場
所
】
危
険
物
取
扱

者
試
験
（
甲
種
・
乙
種
・
丙
種
）

【
県
内
各
市
（
柳
井
市
で
は
「
乙
種

第
４
類
」
の
試
験
あ
り
）】

●
試
験
日

11
月
15
日
日

●
受
験
資
格

甲
種
以
外
は
誰
で
も

受
験
で
き
ま
す

●
受
付
期
間
　
９
月
４
日
金
〜
17
日
木

◇
準
備
講
習
会
（
定
員
40
人
）

●
対
象

乙
種
第
４
類
受
験
者

●
日
時

10
月
22
日
木
、
23
日
金

●
場
所

平
生
町
中
央
公
民
館

●
受
講
料

危
険
物
安
全
協
会
会
員

５
５
０
０
円
、
非
会
員
８
５
０
０
円

●
受
付
期
間
　
９
月
４
日
金
〜
17
日
木

■
問
合
せ
先

柳
井
地
区
広
域
消
防
組
合
　
消
防

本
部
予
防
課

Tel
（
２
３
）
７
７
７
４

危
険
物
取
扱
者
試
験

親
子
ふ
れ
あ
い
の
つ
ど
い

●
日
時
　
９
月
22
日
火

●
内
容

福
岡
ヤ
フ
ー
ド
ー
ム
野
球

観
戦
バ
ス
ツ
ア
ー
（
福
岡
ソ
フ
ト
バ

ン
ク
ホ
ー
ク
ス
対
千
葉
ロ
ッ
テ
戦
）

●
対
象

母
子
・
父
子
家
庭
の
親
子

●
募
集
人
数

親
子
で
約
80
人

●
参
加
費

１
人
２
８
０
０
円
（
食

事
は
つ
い
て
い
ま
せ
ん
）

●
申
込
締
切

８
月
31
日
月
（
申
込

み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

■
申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

山
口
県
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー

Tel
０
８
３
（
９
２
３
）
２
４
９
０

Ｆ
Ａ
Ｘ

０
８
３
（
９
２
３
）
２
４
９
９

集
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
応
募
お
よ
び
問
合
せ
先

山
口
県
総
合
政
策
部
政
策
企
画
課

政
策
班

Tel
０
８
３
（
９
３
３
）
２
５
１
６
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＜ 以下は広告欄です ＞

講
座
・
講
習

イ
ベ
ン
ト

相
　
　
談

「
杭
の
日
」
無
料
相
談

●
日
時
【
場
所
】

９
月
１
日
火

午
前
９
時
〜
午
後
３
時
【
由
宇
文
化

会
館
（
岩
国
市
由
宇
町
）
、
玖
珂
公

民
館
（
岩
国
市
玖
珂
町
）】、
午
前
10

時
〜
午
後
３
時
【
山
口
地
方
法
務
局

周
南
支
局
（
周
南
市
）】

●
相
談
内
容
　
◇
土
地
　
分
筆
・
合

筆
、
地
目
変
更
、
面
積
な
ど
の
更
正
、

境
界
　
◇
建
物
　
新
築
・
増
築
、
取

り
壊
し
・
分
割
・
区
分
な
ど

●
相
談
員

山
口
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
会
員

■
問
合
せ
先

山
口
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

Tel
０
８
３
（
９
２
２
）
５
９
７
５

司
法
書
士
無
料
成
年
後
見
相
談
会

技
能
向
上
訓
練

◇
パ
ソ
コ
ン
　
エ
ク
セ
ル
（
中
級
）

●
日
時

９
月
５
、
６
、
12
日

午

前
９
時
〜
午
後
４
時
（
定
員
18
人
）

●
受
講
料

８
０
０
０
円

●
受
付
期
限

８
月
24
日
月（
必
着
）

◇
第
１
種
電
気
工
事
士
　
筆
記
試
験

準
備
対
策
講
習

●
日
時

９
月
７
〜
11
、
14
〜
18
日

午
後
６
時
〜
午
後
９
時（
定
員
15
人
）

●
受
講
料

１
６
０
０
０
円

●
受
付
期
限

８
月
18
日
火（
必
着
）

◇
「
パ
ソ
コ
ン
・
Ａ
ｕ
ｔ
ｏ-

Ｃ
Ａ

Ｄ
（
初
級
）」
講
習

●
日
時

９
月
９
〜
11
、
14
〜
16
日

午
後
６
時
〜
午
後
９
時（
定
員
10
人
）

●
受
講
料

１
０
０
０
０
円

●
申
込
締
切

８
月
26
日
水（
必
着
）

◇
パ
ソ
コ
ン
　
ワ
ー
ド
（
中
級
）

●
日
時

10
月
３
、
４
、
10
日

午

前
９
時
〜
午
後
４
時
（
定
員
18
人
）

●
受
講
料

８
０
０
０
円

●
受
付
期
限

９
月
16
日
月（
必
着
）

■
実
施
場
所
お
よ
び
問
合
せ
先

山
口
県
東
部
高
等
産
業
技
術
学
校

Tel
０
８
３
４
（
２
８
）
２
２
３
３

小
型
船
舶
操
縦
免
許
更
新
講
習

●
日
時

９
月
５
日
土
　
受
付
　
午

後
５
時
30
分
〜
（
事
前
の
申
込
は
不

要
で
す
）
講
習
開
始
　
午
後
６
時
〜

●
場
所

平
生
町
中
央
公
民
館

●
持
参
品

認
印
（
失
効
ま
た
は
再

交
付
の
場
合
）
、
※
本
籍
地
記
載
の

住
民
票
、
写
真
２
枚
（
４
・
５
cm
×

３
・
５
cm
）
、
免
許
証
、
更
新
中
免

許
証
を
使
用
さ
れ
る
人
は
免
許
証
の

コ
ピ
ー
、
再
交
付
の
場
合
は
運
転
免

許
証
の
コ
ピ
ー
、
近
視
の
人
は
メ
ガ

ネ
な
ど
、
筆
記
用
具

※
コ
ピ
ー
は
顔
が
確
認
で
き
る
も
の

●
受
講
料
（
郵
送
料
含
む
）

小
型
・
更
新：

７
８
０
０
円
、

失
効：

１
６
１
０
０
円

■
問
合
せ
先

第
53
回
船
員
労
働
安
全
衛
生
月
間

（
９
月
）
ス
ロ
ー
ガ
ン

元
気
に
乗
船

事
故
な
く
下
船
、
家
族
の
笑
顔
が
エ
ネ
ル
ギ
ー

●
日
時
（
場
所
）
８
月
22
日
土
　
午

前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分
（
防
府
市

公
会
堂
・
防
府
市
文
化
福
祉
会
館
）

●
対
象

県
民
（
参
加
無
料
）

●
内
容

表
彰
式
、
コ
ン
サ
ー
ト
、

講
演
、
福
祉
の
市
、
ふ
れ
あ
い
シ
ア

タ
ー

■
問
合
せ
先

山
口
県
環
境
生
活
部
人
権
対
策
室

Tel
０
８
３
（
９
３
３
）
２
８
１
０

人
権
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

（
財
）
日
本
船
舶
職
員
養
成
協
会

中
国
支
部

Tel
０
８
２
（
２
５
４
）
３
４
１
７

巡
回
ふ
れ
あ
い
教
育
相
談

い
じ
め
や
不
登
校
な
ど
、
教
育
上

の
諸
問
題
に
つ
い
て
、
臨
床
心
理
士

な
ど
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
訪
問
相
談
日
（
要
予
約
）

９
月
１
日
火
〜
９
月
30
日
水

●
予
約
受
付
期
間

８
月
17
日
月
〜
９
月
18
日
金

●
相
談
内
容

財
産
管
理
、
身
上
監

護
を
中
心
に
高
齢
者
、
障
害
者
が
抱

え
る
問
題
全
般

●
予
約
お
よ
び
問
合
せ
先

社
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
・
リ
ー
ガ

ル
サ
ポ
ー
ト
山
口
支
部

Tel
０
８
３
（
９
２
４
）
５
２
２
０

●
実
施
期
日

９
月
25
日
金

●
場
所

柳
井
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
相
談
料

無
料
（
予
約
先
着
順
）

■
問
合
せ
先

子
ど
も
と
親
の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
（
や
ま
ぐ
ち
総
合
教
育
支
援
セ
ン

タ
ー
内
）

Tel
０
８
３
（
９
８
７
）
１
２
４
６

su
p
p
o
rt@
ce
n
te
r.y
sn
2
1
.jp

母
子
家
庭
等
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
講
座

●
日
時
　
講
義：

10
月
13
日
火
〜
12

月
15
日
火
（
毎
週
火
・
金
曜
　
午
後

６
時
〜
９
時
）、
実
習：

５
日
間

●
内
容

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
課

程
修
了
に
必
要
な
講
義
と
実
習

●
対
象

母
子
家
庭
の
母
・
寡
婦

で
、
就
職
（
再
就
職
）
、
離
・
転
職

を
希
望
す
る
50
歳
未
満
の
人

●
募
集
人
数

５
人
程
度
（
応
募
多

数
の
場
合
は
選
考
）

●
受
講
料

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
と

し
て
１
３
０
０
０
円
程
度
必
要
）

●
申
込
期
限

９
月
10
日
木

■
申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

山
口
県
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー

Tel
０
８
３
（
９
２
３
）
２
４
９
０

安
全
衛
生
講
習
会

◇
フ
ォ
―
ク
リ
フ
ト
運
転
技
能
講
習

●
日
程
（
場
所
）

学
科
　
９
月
２

日
（
ホ
テ
ル
松
原
屋
）
／
実
技
　
９

月
３
〜
11
日
（
山
口
県
立
東
部
高
等

産
業
技
術
学
校
）

◇
玉
掛
技
能
講
習

●
日
程
（
場
所
）

学
科
　
９
月
14
、

15
日
（
ホ
テ
ル
松
原
屋
）
／
実
技

９
月
16
〜
18
日
（
下
松
市
　
Ｋ
Ｙ
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
（
株
）
玉
鶴
工
場
）

■
問
合
せ
先

社
山
口
県
労
働
基
準
協
会
下
松
支
部

Tel
０
８
３
３
（
４
１
）
３
５
１
０

●
日
時
（
内
容
）

８
月
29
日
土

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
10
分

【
体
育
館
の
み
一
般
公
開
（
ス
テ
ー

ジ
発
表
な
ど
）】、
８
月
30
日
日
　
午

前
９
時
〜
午
後
３
時
　
【
一
般
公
開

（
ス
テ
ー
ジ
発
表
、
模
擬
店
な
ど
）

■
会
場
お
よ
び
問
合
せ
先

山
口
県
立
熊
毛
南
高
等
学
校

Tel
（
５
６
）
３
０
１
７

熊
南
祭
（
ゆ
う
な
ん
さ
い
）
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《８月16日～９月15日》

平生町民憲章
わたくしたち　平生町民は、ふるさとの美しい自然と歴史をうけつ

ぎ、明るく住みよいまちづくりを目指して、次のことに努めます。
わたくしたち　平生町民は

1 自然を大切にし　環境をととのえ　美しいまちをつくります
1 スポーツに親しみ　きまりを守り　健やかなまちをつくります
1 思いやりと　感謝の心をもち　温かいまちをつくります
1 勤労をとうとび　活力にみちた　豊かなまちをつくります
1 文化を創造し　若い力を育て　伸びゆくまちをつくります　

「広報ひらお」は、環境に配慮した再生紙を使用しています。

平
生
中
学
校
　
礒
部
美
波

平
生
中
学
校
　
宮
村
詩
織

「
う
つ
く
し
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
」

ポ
ス
タ
ー
・
標
語

標
語
最
優
秀
作
品

ポ
ス
タ
ー
最
優
秀
作
品

美
し
い

花
と
緑
と
思
い
や
り

み
ん
な
で
育
て
る

平
生
町


